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研究成果の概要（和文）： 本研究はネパール社会におけるクォータ制のインパクトを、個人の生活の視点から考察し
たものである。クォータ制をきっかけとした女性の社会参画は、生活を著しく変化させ、妻として母としての女性役割
に少なからず影響を与えていた。時には女性自身の心の葛藤を生みつつも、女性達は夫や義母や実家のサポートを得な
がら、仕事と家庭の両立を図っている。精神面における夫や子ども、義父等の後押しも大きい。クォータ制は女性の社
会参画のきっかけを作り、それを支える役割の１つを担う家族の存在が明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：The aim of this project is to clarify impacts of gender Quota system on 
individual lives. Socio-political participation of women through Quota system affects their daily lives 
and women’s roles as mother, as wife, and as a daughter. Sometimes they feel conflict dual duties 
between in public sphere and in domestic one. They spend great effort to make balance work and life using 
support of own mother and natal family as well as their family-in-law. Encouraging from children, a 
husband, and parents-in-law is also necessary to continue their socio-political participation in mind 
side. We have clarified the gender quota system in Nepal makes an opportunity of socio-political 
participation for women and they are based on family support.

研究分野：ジェンダー、文化人類学
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１．研究開始当初の背景 
女性の政治参画は、選挙権・被選挙権を含
む参政権という制度的な権利保障として、主
に 20 世紀を通して各国で確立されてきた。
しかし、女性による参政権の行使の範囲は、
概して選挙における投票行動に留まってお
り、国勢を決める国会議員、あるいはは地方
議会の議員となることは稀であり、女性の政
治参画は著しく限定されてきた。このような
状況の中、近年、発展途上国を含む多くの
国々で、女性の議員が誕生しつつある。そし
て、これらの国々において、女性の政治参画
に大きく貢献したのが、人種や性別をもとに
一定の人数や比率を割り当てるクォータ制
である。 
 ネパールにおいては、1951 年の王政復古
と共に女性にも参政権が付与されたが、政治
におけるジェンダーの壁は厚く、中でも、低
カーストの女性たちや少数民族の女性たち
は、国政のみならず地域社会においても代表
となるチャンスを持つことすらなかった。し
かし、2006 年に約 10 年間の内戦が終結し、
社会秩序の再構成が開始されると同時に、他
の多くの政治主体と同様、女性たちもまた新
たな政治主体としてその地位を主張し始め
た。その流れを受けて、国会議員や行政機関、
自治体等の公的機関においてクォータ制が
導入され、政策として動き始めたのである。 
 
２．研究の目的 
本研究は、女性の政治・社会参画のための
クォータ制を、ローカル社会のコンテクスト
から分析するものである。クォータ制の捉え
方や社会への影響、クォータ制によって女性
の政治参画の伸長がもたらした女性の社会
的文化的位置づけへのインパクト等につい
て、クォータ制によって政治・社会参画する
こととなった国会議員や行政職員、及びその
女性を取り巻く人びと等の視点から捉え、ク
ォータ制のもたらすインパクトについて、社
会文化的視点から分析をすることが本研究
の目的である。 
本研究は、クォータ制の発祥の地である西
欧を離れ、異なる社会的文化的背景を持つ多
くのアジア、アフリの国々に波及している状
況を積極的に捉え、その政治や社会・文化に
即してクォータ制を捉え、女性の政治・社会
参画に伴う女性の文化的社会的位置づけの
変容を明らかにする研究となる。 
特に、ネパールをフィールドとして女性の
政治・社会参画、即ち、女性が社会に参画す
ることは彼女らの生活をどのように換える
のか、そして社会や文化がどのように変化し
ていくのかを、クォータ制によって突如国会
議員となった女性とその家族や地域社会に
焦点を当てることによって明らかにするも
のである。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、クォータ制が無ければ政治・社

会参画を果たす機会のなかった「普通の」女
性たちに焦点を当て、クォータ制との関連か
ら女性の政治・社会参画を捉えるものである。 
調査方法は、主に人類学的フィールドワーク
手法を用い、現地での文献調査の他、参与観
察、及び質問票を用いた半構造化インタビュ
ー調査を行った。具体的には、ネパールにお
けるクォータ制度導入の背景について、各政
党及び役所や事業所等へのインタビュー調
査を通して明らかにした上で、政党、カース
ト、民族等の異なる女性国会議員や、役職の
異なるフォーマルセクターで働く女性達へ、
複数回に渡るインタビューを行った。インタ
ビュー内容は、政治参画・社会参画に至る経
緯、国会議員に至る経費、国会議員としての
活動、当該事業所の職員に至る経緯、活動内
容、家族関係、地域社会との関係、仕事と家
庭の両立、家族による支援状況、家庭内役割
とその変化、政治参画・社会参画による意識
変化や生活環境及び日常生活の変化等につ
いてである。更に、当該女性の活動に密着し、
参与観察を行い、女性が政治・社会参画する
ことのインパクトについての語りや言説を
もとに分析を行っている。 
 
４．研究成果 
 質問票を用いて 70 人程の女性に、カトマ
ンズ市内、カトマンズ近郊、ポカラ市内にお
いて、各政党事務所、女性達の就労場所（事
業所）、国会議事堂内、個人の自宅等にて、
インタビュー調査を行った。 
調査資料の分析作業は現在進行中であり、
データ入力、テープおこし、翻訳作業、コー
ディング、分析など、丁寧に作業を行ってい
るため相当の時間を要している。現在も作業
中であるが、これまでの分析作業の結果より、
浮かび上がってきた事柄を列挙する。 
 
① 国会や行政組織等、様々なフォーマル
セクターへの女性の社会進出が進んだ
理由として、ポジティブアクションの
影響は大きい。特に、法制度によって
クォータ制が明記されていることの意
義は大きく、クォータ制により女性が
国政に参画し、女性国会議員らによっ
て更なるポジティブアクションを目指
した運動が展開され、更なる女性の政
治・社会参画の流れが生じている。 

 
② 1996年の地方議会選挙においてクォータ
制により議員となった女性たちは、政治
活動経験を持たない者達が多数を占めて
いた。当時、村議会の議員候補にノミネ
ートされる人材が不足していたため、女
性コミュニティ保健ボランティアやマイ
クロクレジットグループで活動する女性、
男性政治家の親族関係にある女性が、地
方の有力者の要請のもと、地方議員とな
った。当選した後、政治活動は家業（農
業）との両立において負担となり、短期



間で政治活動を辞めている女性は少なく
ない。 
 
③ 2008 年の共和制移行後、制憲議会選挙で
議員となった女性たちの報酬や金銭的保
証は恵まれている。かつてとは異なり、
議員報酬が生計手段となっているため、
政治活動を将来に渡って継続していくこ
とを希望している女性が増加した。 
 
④ 政治参画、社会参画によって女性の生活
は著しく変化し、妻として母としての「女
性役割」に少なからず影響を与えていた。
女性達は、とりわけ、育児（特に母乳育
児との両立や子どもが病気になった際の
ケア）との両立についての葛藤を訴える。
政治活動や社会活動と女性役割の両立を
支えるのが、夫や義母、そして実家のサ
ポートである。精神面においても、夫や
子ども、時には義父等、家族によって支
えられている。 

 

クォータ制をきっかけに、議員や公務員等、
フォーマルセクターにおいて女性の参画が
進んだ。それをきっかけに、社会参画を果た
した女性達は経済的な保証、そして自分自身
に対する自信や自尊心を高めることとなっ
ている。政治参画・社会参画と女性役割の両
立を支えたのは家族であり、家族もまた、ク
ォータ制（ポジティブアクション）による影
響を受けていることが明らかとなった。 
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